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はじめに	

本事業は、文部科学省の委託事業のひとつ「専修学校における先端技術利活用実証研究」

で、令和２年度から３ヶ年をかけて、ＶＲやＡＲ等の先端技術を専修学校教育に導入するこ

とにより、職業人材の養成機能を強化・充実させることが目的である。	

本校は、開校以来 50 年の自動車整備士養成の専門学校として、約４万人の卒業生を自動車

業界へ送り込んでいる。	

この自動車業界も、「100 年に一度の変革期」を迎えている。	

ＣＡＳＥ（コネクテッド、自動運転、シェアリング、電動化）など次世代自動車技術やサ

ービスをＩＣＴ（情報通信技術）活用による、ＭａａＳ（マース：モビリティ・アズ・ア・

サービス:サービスとしての移動手段）を実現しようとしている。

自動車の進化によって、メンテナンス技術も車載式故障診断装置ＯＢＤ：オン･ボード･ダ

イアグノーシス)やエーミング作業等、最先端の技術が整備作業においても要求される時代が

訪れている。	

例えば、トヨタ自動車は Microsoft 社と共同でＭＲ（Mixed	Reality:複合現実）デバイス

「HoloLens２」を開発し、整備車両の現実世界と部品やマニュアルのＣＧを融合すること

によって、従来までの整備作業の精度と時間を大幅に改善しようとしている。	

一方、整備士養成施設の教育機関では、「学科」＋「実習」という区分の概念により、学

科は座学教室で、実習は実機のある実習場でと、時間と空間を区別して教育を行ってきた。

しかし、先端技術のＶＲやＡＲ等を利活用することによって、限られた時間や場所、実習機

材の種類や数量、受講者の人数やレベル等の制限を克服することができる。	

本事業は、限られた空間と設備、受講する人数による「実習授業」の制限や受講者の習得

レベル等の格差を解消するために、ＡＲ技術を利用した「自動車整備」の実習授業のコンテ

ンツの開発を行うものである。

本年度は、新型コロナウイルス感染症の影響から、コンテンツ開発のサンプルとしてＡＲ

技術を活用した科目「エンジンの基本構造」のサンプルを開発した。さらに、その授業に併

せてシラバス、コマシラバス、サブテキストの開発を行い、本年度の事業は終了した。	

次年度以降は、開発したコンテンツによる実証（実習授業)を行い、授業評価によって質の

向上とその他の実習授業の「シャシ」「電子制御」等のあらたなＡＲ開発へとつなげていく

ものである。	

最後に、今回開発したコンテンツを同分野の多くの他校が利用して頂けることになれば、

幸いです。	

					事業責任者	

専門学校東京工科自動車大学校	 佐々木	 章	
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シラバス 

自動車整備分野における実践的な職業教育を支える実習授業は、自動車整備士資格取

得の国土交通省認定校として、必須の条件である。実習科目及び実習機器・教材等が

詳細に規定されており、教育現場でＩＣＴ環境を基盤とした先端技術を活用すること

により、グループで実機を使わなければ出来なかった実習授業も、個別で最適な学び

の支援が可能となる。 

本事業においては、特にＡＲ（拡張現実：Augmented	Reality）・ＶＲ（仮想現実：	

Virtual	Reality）を活用して、授業はもちろん導入教育や予習・復習、補習・補講

等を個別に利用でき、更に時と場所、距離を選ぶことのない遠隔授業も可能となる開

発を目指す。	

「エンジン本体のしくみ（仮題）」、「動力伝達装置（仮題）」、「電子制御装置（仮題）」

について基礎力の習熟度を上げる効果を目指す。	

コマシラバス	

１	
ＡＲ授業受講

の前提	

1.シラバス

との関係	
シラバスのＡＲ活用	

	 	

2.コマ主題	
ＡＲコンテンツを活用した受講方法

習得	

3.コマ主題

細目	

コマシラバスの各段階におけるコン

テンツ利用	

4.コマ主題

細目深度	

教科書、サブテキスト、ＡＲコンテ

ンツの相互活用	

２	 自動車の整備	

1.シラバス

との関係	

整備の必要性や整備士の社会的な位

置付け、自動車の構成要素から、今

後学んでゆく内容の意義を理解する	 ＡＲ用オ

リジナル

テキスト	

2.コマ主題	

自動車の社会的な位置付けから、整

備の必要性や整備士の位置付けにつ

いて理解し、自動車の学習の意義を

伝える。	
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3.コマ主題

細目	

①整備の目的	②整備の内容	③整備

士の役割と社会的な位置付け	

4.コマ主題

細目深度	

①整備の目的は、「保安上」「環境

保全上」必要であるという観点から

説明しておく	②整備の内容は、予防

と修理という２点について説明して

おく	③整備士の役割は、整備士資格

制度を例に説明すると良い。	④法律

上の定義について説明しておく	

5.次コマと

の関係	

自動車整備と学生の勉強との結びつ

き（構造、工学、法令、点検調整、

故障診断）について理解させ、次コ

マの自動車を構成する各ユニットの

構成としくみ概要につなげる	

３	 自動車の分類	

1.シラバス

との関係	

様々な方法による自動車の分類につ

いて、用途別、構造別等法令での分

類を学ぶ	

ＡＲ用オ

リジナル

テキスト	

2.コマ主題	

自動車の分類による法令上の違いを

学び、それぞれの整備の違いについ

て理解する	

3.コマ主題

細目	

①自動車の定義	 ②自動車の分類	

③エンジンの種類による分類	

4.コマ主題

細目深度	

①法律上の定義について説明してお

く	②エンジンの種類（ガソリン・エ

ンジン、ディーゼル・エンジン）搭

載位置と駆動輪の位置（ＦＦ、ＦＲ、

ＭＲ、ＲＲ）	③用途（乗用車、バス、

トラック）責任あるプロとしての整

備士になるために、構造の理解や、

整備手法、安全管理などの勉強が必

要なことを理解させる	
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5.次コマと

の関係	

自動車を構成する装置について、基

本知識として装置毎の内容を理解し

ておく	

４	
自動車の主要

構成	

1.シラバス

との関係	

自動車を構成する各種装置について

基本知識を得て、今後の学習で更に

深く学ぶ事を理解する	

ＡＲ用オ

リジナル

テキスト	

2.コマ主題	

自動車を構成する装置について、そ

の種類毎に理解しそれぞれの整備と

必要性について理解する。	

3.コマ主題

細目	

①原動機	②動力伝達装置③懸架装

置	④制動装置	⑤操舵装置	

4.コマ主題

細目深度	

各装置について、独立した構造であ

りながら密接に関連している部分を

理解する	①原動機と駆動装置の関

係	②懸架装置と操舵装置の関係	③

制動装置と懸架装置の関係	

5.次コマと

の関係	

それぞれの装置について、詳細を学

ぶ	

５	
エンジンの	

種類	

1.シラバス

との関係	

エンジンはそのユニットの働きのみ

を理解しても今後学ぶ各装置構造や

整備作業をイメージできないが、基

本的なしくみや作動について理解し

ておく必要がある	
ＡＲ用オ

リジナル

テキスト	

2.コマ主題	

これまで自動車メーカーにより沢山

のエンジンが開発され、それぞれに

構造及び性能に特徴がある。これら

をそれぞれの分類により理解する事

を目的とする。	

3.コマ主題 ①燃料による分類	 ②動力発生方法
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細目	 による分類	③燃焼サイクルによる

分類	④気筒配置による分類	⑤付加

装置による分類	

4.コマ主題

細目深度	

①ガソリン、軽油について基本的性

質と使用エンジンについて	②ピス

トン式、ロータリー式	③燃焼サイク

ルによる分類	④気筒数および配置

による分類	⑤ターボ車、ハイブリッ

ド車などの基礎知識	

5.次コマと

の関係	

エンジンの基本サイクルを学びエン

ジンの作動の概要は理解したことに

なる。次のコマは走るしくみを学習

し、エンジンからの動力がどのよう

に走行につながるか学習する。	

６	
エンジン電子

制御装置	

1.シラバス

との関係	

様々な使用状況により変化するエン

ジンの使用条件で常に状態を保つ制

御について理解する。	

ＡＲ用オ

リジナル

テキスト	

2.コマ主題	

電子制御の基本となる入出力につい

て、系統毎にその必要性と役割を理

解する。細かな状況に応じた制御に

ついては電子制御の授業において学

習するため、個々では概要を把握す

ることを主題とする	

3.コマ主題

細目	

①吸気系統	②燃料系統	③点火系統	

④制御系統について理解する	

4.コマ主題

細目深度	

それぞれの系統について、装置名称

と役割までを理解する。	

5.次コマと

の関係	

基本制御が理解できたら、状況別に

制御装置の作動を考えて全体像を把

握する	
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本書の内容を無断で転記、転載することを禁じます。	
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工科自動車大学校≫が実施した令和２年度「専修学校における先

端技術利活用実証研究」の成果をとりまとめたものです。	
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	シラバスコマシラバス（動力伝達）
	空白ページ

	［動力伝達方針］内容扉
	動力伝達0301グレースケール
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